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研究目的

加熱処理洗浄処理

使用済み粒状炭 大気拡散?流出？

再生炭

•排水中の有機フッ素化合物(PFCs)
の除去には活性炭処理が有効

•活性炭の再生処理工程における
PFCsの挙動・マスバランスは不明

・再生処理のPFCsのマスバランスの
解明には，活性炭に吸着されたPFCs
の正確な定量が必須

活性炭中のPFCsの分析法を検討

排水処理工程に
おけるPFCs濃度

活性炭再生処理



実験方法

PFCs添加 (各化合物100ng)

ASE抽出 or 
超音波抽出

固相抽出

濃縮

溶出

振とう 24時間

濃縮

LC/MS/MS

LC/MS/
MS

粒状活性炭に既知量のPFCs
を吸着させ，その活性炭を対
象にPFCsの分析法の検討

吸着量＝添加量－水相の残存PFCs量
吸着率[%]＝吸着量/添加量×100、
抽出率[%]=活性炭からのPFCs抽出量/吸着量×100

ろ過 水相

残さ

吸着

溶出



結果
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・全化合物とも良好な吸
着率を示した

・ASE法の方が総じて抽
出効率が良かった。
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ASE 超音波抽出
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